
なるには？

地球環境や自然環境の
保全、公害防止に取り組
む省。環境に関する法整備

や政策立案のほか、CO2削減
のキャンペーンなど幅広い役割を担う。
環境にかかわる省庁には、ほかに国土交
通省、農林水産省、林野庁などがある。

環境への意識は市民レベルでも高まっており、地
域の自然保護や環境教育などに取り組む環境NPO

（特定非営利活動法人）は全国各地で増加。途上
国で環境保護活動や環境技術移転に取り組む環境

NGO（非政府組織）もある。

環境問題への関心は、ここ数年の間に世界的な高まりを見せている。そんな
なか、環境に関連する仕事への注目度も上昇。理系出身の調査・研究職か
ら、幅広い視点から環境対策を考える文系出身のエキスパートまで、多くの
プロフェッショナルが、官公庁や民間企業、NPO／NGOなどで活躍してい
る。今回は、国土や地域の環境保全にかかわる仕事を中心に紹介しよう。

地
域
の
生
態
系
を
調
べ
て

環
境
保
全
に
つ
な
げ
る
仕
事

　

地
域
環
境
計
画
は
、官
公
庁
や
民
間
企
業
の
依
頼
を

受
け
、道
路
や
建
物
の
建
設
な
ど
に
あ
た
っ
て
、地
域
の

動
植
物
の
保
全
に
必
要
な
調
査
を
行
う
自
然
環
境
調

査
会
社
。
環
境
省
の
自
然
再
生
事
業
の
た
め
の
調
査
も

行
う
。
大
坪
さ
ん
は
、鳥
類
の
現
地
調
査
の
ほ
か
、動
植

物
の
種
類
別
の
調
査
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
現
地
の
生
態

系
の
相
関
図
を
作
成
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
る
。

 

「
現
地
で
の
調
査
で
は
、そ
の
地
域
に
ど
ん
な
動
植
物
が

ど
の
く
ら
い
生
息
し
て
い
る
か
を
実
際
に
歩
い
て
調
べ
た

り
、定
点
観
測
を
し
た
り
し
ま
す
。
鳥
類
の
調
査
は
姿
を

目
視
す
る
だ
け
で
な
く
、鳴
き
声
も
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で

す
。１
０
０
種
類
以
上
は
聞
き
分
け
ら
れ
ま
す
よ
」

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、例
え
ば
、道
路
が
で
き
て
も
動

物
が
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
道
路
の
下
に
ト
ン
ネ
ル

（
人
工
的
な「
け
も
の
道
」
）を
作
る
と
い
っ
た
提
案
も
行

う
。
生
態
系
は
鎖
の
ど
こ
か一つ
が
壊
れ
る
と
全
体
が
破
壊

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。大
坪
さ
ん
ら
の
き
め
の
細
か
い
調
査

と
提
案
に
よ
っ
て
、各
地
の
自
然
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る
。

 

「
動
植
物
の
生
態
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
調
査
の
仕
事
に
は
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、調
べ
た
こ
と
や
提
案
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
顧
客
や
地
域
の
方
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と

も
私
た
ち
の
大
事
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

年
間
の
約
半
分
は
現
地
調
査（
現
在
は
関
東
・
中
部
が
メ
イ

ン
。
小
笠
原
諸
島
を
調
査
し
た
こ
と
も
）。
現
地
の
宿
泊
施
設

に
泊
ま
り
、日
の
出
と
と
も
に
調
査
ス
タ
ー
ト
。
途
中
食
事
休

憩
な
ど
を
挟
み
な
が
ら
21
：
00
〜
22
：
00
ご
ろ
ま
で
続
く
。
深

夜
に
行
う
調
査
も
あ
る
。冬
場
は
特
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
だ
。

調
査
員
を
目
指
す
場
合
は
、大
学
で
生
物
学
や
農
学
な

ど
を
学
び
、自
分
の
専
門
分
野
を
作
る
こ
と
が
重
要
。
併

せ
て
、自
然
環
境
に
関
す
る
広
い
視
野
を
磨
く
こ
と
や
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
も
不
可
欠
だ
。
ま

た
、自
然
環
境
調
査
会
社
に
は
、コ
ン
ピ
ュー
タ
を
使
っ
て
調

査
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
う
仕
事
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

環
境
情
報
学
な
ど
を
学
ん
で
い
る
と
ベ
タ
ー
。

大
坪
さ
ん
の「
1
日
」

取材・文／伊藤敬太郎　撮影／坂本浩泰　イラスト／藤井昌子

この面を表にして教室に掲示してください

北海道函館中部
高校、弘前大学
理学部生物学科
卒業。新卒で地
域環境計画に入
社。生物分類技
能検定1級（鳥
類）、技術士補（環
境部門）を保有。

株式会社地域環境計画 自然環境研究室 チームリーダー

大坪瑞樹さん（36歳）

野生生物調査員

　環境問題に関する法整備は90年代から段階を追って進められてきたが、1997年の
環境影響調査法の制定、2001年の環境省の設置など経て、2000年代に大きな広
がりを見せた。かつては公害対策が中心だったが、今では、地球温暖化、リサイクルを含
むエネルギー問題、地域の生態系の保存などに関する幅広い取り組みが、国、地方自
治体、環境系企業、教育・研究機関、一般企業、NPO／NGOなどでそれぞれ活発化。
もはや、どんな分野、どんな仕事であっても環境への配慮は必須の時代といえる。
　また、日本は工場や家電製品などの省エネ技術、環境技術に関して世界をリードし
ており、これらの技術を生かした環境ビジネスや技術の海外輸出も進んでいる。

自治体などの依頼によ
る環境アセスメントや、
各種環境に関連する調

査・分析・コンサルティングな
どを行う。有害物質による環境汚染
や騒音・震動、動植物の生息状況な
ど調査対象は幅広く、会社によって扱
う範囲は異なる。さまざまな有資格
者、専門家が活躍している。

大気・水質・土壌などの有害物質によ
る汚染や騒音・振動のレベルなどを測
定する専門家。国家試験に合格する
ことが必須。

都道府県や市区町村の環境系
の部門で働く地方公務員。地域
の環境保全のための政策立案
や公害への対処などを行う。

I種は本省勤務が主体。II種は、
環境省の支部である地方環境
事務所に所属し、国立公園や
鳥獣保護区などの管理を行う。

大規模工事を行う際、自然環境や動
植物への影響を調査し、環境保全の
ための提案などを行う専門家。建設会
社などでも活躍。技術士は国家資格。

エコ家電をはじめ、各分野で環境に
配慮した製品が続々登場。消費者ニ
ーズも高まるなか、さまざまな技術者・
研究者がこれらの製品開発に携わっ
ている。

自分の嗅覚を使って工場などから排出
される臭いの強さを測定する専門家。
正常な嗅覚があれば、特別に鋭敏で
なくてもOK。国家試験合格が必須。

対象地域の動植物の生息状況、生息
域の環境、生態系などを調査する仕
事。鳥類、ほ乳類、植物などの専門分野
がある。職種名は会社によって異なる。

自社の環境対策に関するルールや
仕組み、目標を作り、それらを管理す
る。社員への環境啓蒙活動や自社
の環境への取り組みに関する社外
への情報発信なども行う。

工場などで、原材料や燃料の安全
性、騒音や振動、有害物質の排出な
どを検査し、公害を起こさないよう管
理する責任者。国家資格に合格する
ことが必須。

子どもたちが自然と触れ合うなかで環境
について関心を高められるよう指導する
教育者。教員のほか、地域のNPOやボ
ランティアがこの役割を担うことも。

生態学や環境関連法などの幅広い
知識を生かし、人と自然とが共生でき
る地域作りを計画・提案したり、施工
管理をしたりする仕事。民間資格。

環境にかかわる政策立
案などに携わる仕事。
法律・経済系の事務系
のほか、理工系、農学系
のエキスパートもいる。
環境系の国際会議など
で活躍するチャンスも。

植物病理学などの知識を生かし、害虫
や環境汚染で病んだ樹木を診断・治
療する。樹木医は民間資格。研究職、
造園業、林業で活躍する人も多い。

大気、水、土壌に含まれる有害物質な
どを調査し、調査結果をもとにコンピュ
ータを使って汚染状況を分析する仕
事。分析方法の研究・開発も行う。

調査の依頼

国や地方自治体が道路や橋と
いった大規模な公共工事を行
う際、事前に環境調査会社など
に依頼して、自然環境への影響
を調査・評価すること。環境影
響評価法や自治体が定める条
例に基づいて行われる。

地方支部
事業の認定など 連携

環境教育
の提供

調査の
依頼

一般の人が森林でのトレッキングやレク
リエーションを楽しむ際のガイド、森林で
の自然環境教育のプログラム作りや指
導などを行う専門家。民間資格。

連携

共同研究など

環境に関する幅広い知識を生かして市民
団体や企業の環境保全活動へのアドバ
イスをする仕事。環境省の審査に合格す
ると環境カウンセラーとして登録できる。

調査の依頼

大学の生物学・ 農学・環境学などの学部・
研究科、独立行政法人や民間の環境系研
究機関で働く研究職。地球温暖化、生態
系、有害物質など研究対象は幅広い。

調査の依頼

共同研究など

調査の
依頼


